
石川県における
聴覚障害児の早期発見・療育支援体制

の構築について

石川県健康福祉部少子化対策監室
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沿 革

H16年～

難聴児ネットワーク勉強会

H20年度～

県が支援体制整備に着手

H22年度～

支援体制の運用を開始

赤ちゃんきこえの相談支援センター設立
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事業内容

１ 新生児聴覚スクリーニング検査実施

から療育までの支援体制の整備

２ 検査説明用媒体の作成

３ 関係機関での情報共有

４ 検討会の実施

3



難聴の乳児と保護者に対し、聞こえや難聴に関する知識を学習する機会
を提供し、また、その後の療育機関の選択を支援

石川県における早期発見・療育支援体制

入
院
中

1カ月
健診

産科医療機関

検査説明・同意確認同意する 同意しない

新生児聴覚スクリーニング検査（初回）

要検査（refer）

確認検査※

異常または異常の疑い（refer） 異常なし

検査結果説明 ※例外あり

新生児訪問
等において
受検を勧奨

精密
検査

専門医療機関（耳鼻科）

※確認検査は、入院
中、若しくは1か月健
診時に実施

治療等

二次聴力検査機関

精密聴力検査機関

両側難聴 一側難聴 難聴なし

いしかわ赤ちゃんきこえの相談支援センター（みみずくクラブ）

治療可能な専門医療機関（耳鼻科）

早期療育 経過観察

市町
（母子保健部署）

継続管理・支援

県保健福祉
センター

継続管理・支援

支援

療育
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検査説明用媒体の作成
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検査結果説明用媒体の作成
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「きこえ」のマニュアル（産科編）
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１か月告知に関する当事者のご意見

金沢大学人間社会研究域学校教育系教授武居渡氏スライド改変

55%27%

10%

8%

現行通りで良い

入院中に知りたかった

どちらでも良い

分からない

n = 40

・精検受診時期が変わらないから
・出産直後は疲れ切っている
・気持ちが落ち着いた1か月が妥当
・入院中に伝えられるのは辛すぎる
・産後うつがひどく、もっと後でも
良いくらい
・退院時に伝えられたが、辛くて我
が子を愛せなかった
・ダウン症というだけで精神的に
いっぱい。1か月で良い

・早くわかった方が準備ができてよい
・できるだけ早く知りたい
・検査結果は気になるので早い方が
良い
・結果を知るまで音に反応しないこと
に悩んだ
・産科で2週間毎に検査し、覚悟がで
きた。1か月だと不安になる

・その人により事情が違う
・ショックなのは変わらない
・選べる方がいい
・療育開始時期が変わらないなら、
早くても遅くてもよい

・自分は入院中に聞いたので
・入院中に専門医の説明が聞けるな
ら良いが、産科クリニックの場合
はできないので、分からない
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受診票を活用した情報共有システム

産科・小児科
医療機関

専門医療機関
（耳鼻科）

市町
母子保健担当

県保健福祉
センター

情報
共有

・情報の集約（一元化）
聴覚障害（疑）児の
台帳管理

・治療・療育の継続支援
・育児支援

・新生児聴覚スクリーニン
グ検査の周知・実施

・要精検児に受診票発行

・精密検査・診断・治療
・受診票で、受診結果・確
定診断結果を情報共有

※情報共有には、「精密健康診査
受診票」（5枚複写）を使用

※受診票は、検査結果を記入でき、
情報共有の役割を果たしている

※受診票【4枚目】は
精密検査の受診を公費助成する
ため、支払い委託機関へ送付

受診票【1枚目】
新生児聴覚スクリーニ
ング検査の結果を記載
し、要精検であったこ
とを情報提供

受診票【2～5枚目】
新生児聴覚スクリーニ
ング検査の結果を記載
し紹介

受診票【2枚目】
受診結果(所見･今後の処置)を報告
（概ね3カ月を目途）
受診票【5枚目】
確定診断結果を報告
（概ね6か月以内）

受診票【3枚目】
新生児聴覚スクリーニ
ング検査の結果を記載
し紹介
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情報共有媒体（乳児精密健康診査受診票）

【基本情報】
児：氏名、生年月日、住所、出生時体
重、在胎週数、分娩時の状況
保護者：氏名

【新生児聴覚スクリーニング検査】
初回検査、確認検査の
実施日、検査方法、結果（左右）

【精密検査・確定診断情報】
精密検査：受診日、検査方法、所見、
今後の方針
確定診断：ABR（V波閾値）、診断名、
経過、今後の治療・療育方針

【保護者同意】
情報提供・共有の同意
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新生児聴覚スクリーニング検査実施率
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要精検（refer）率
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検査件数に占める両側難聴の割合
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検討会の開催

⚫構成員：
専門医療機関、耳鼻科学会、産婦人科医会、
小児科医師、県言語聴覚士会、県教育委員会、
市町村、行政（母子保健担当）

⚫頻度：年1回
⚫内容：昨年度実績から、今後の課題を共有
⚫近年の課題：
・要精検（ｒｅｆｅｒ）率が高い
・１か月告知の継続
※先天性サイトメガロウイルス感染症診断の観点から
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産科医療機関における機器整備状況
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産科医療機関における機器整備状況
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県としての今後の課題

⚫専門医療機関に受診し、確定診断がされるま
での数カ月の支援が不十分

⚫支援体制の要である「赤ちゃんきこえの相談
支援センター」がボランティアによる活動であ
り、組織として脆弱である

⚫療育開始後の状況確認や支援が不十分

⚫中途難聴の支援体制整備
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